
本体の取り付けかた お手入れ

アイスクレマコーヒーの注ぎ方

ハンドルユニットを取り付ける

● 各部品は水またはぬるま湯で洗い流し、柔らかい布で水気をふき取ります。
開口弁パッキンは破損しないようにやさしく洗ってください。
クレマパーツフィンやクレマユニットキャップの穴、およびパイプ内部が
詰まっていないことを確認してください。

● 汚れが落ちないときは、ぬるま湯につけ置きしてから洗います。
塩素系漂白剤やオレンジオイル系洗剤は使用しないでください。
変色などのおそれがあり、液漏れや故障・汚損の原因となります。

■ 長期間ご使用にならないときは■ 長期間ご使用にならないときは

※組み立てるときは6～1の手順で行います※組み立てるときは6～1の手順で行います

※本体を取り外すときは３→２→１の手順で行います※本体を取り外すときは３→２→１の手順で行います

■ 各部品の洗浄のしかた■ 各部品の洗浄のしかた

■ コーヒーが余ったら
次のようにして冷蔵庫に保管のうえ、
なるべく早くお召し上がりください。

■ クレマユニットを分解して洗浄する（1週間に1回は分解・洗浄）■ クレマユニットを分解して洗浄する（1週間に1回は分解・洗浄）
クレマユニットは、1週間に1回は分解して洗浄します。1～6の順に取り外してください。

■ かんたんなお手入れ（使用後など1日1回は水通し）■ かんたんなお手入れ（使用後など1日1回は水通し）

ボトルホルダーユニット
を取り付ける

●  1日1回はクレマユニットを水通しする。汚れを放置すると、衛生上、身体に影響を及ぼしたり
  故障の原因になります。1週間以上使用していなかった場合は、クレマユニットを分解して洗浄してください。

●  部品を洗浄するときは、40 ℃以上のお湯や食器洗い機、乾燥機を使用しない。
  熱や圧力で変形し、コーヒーのこぼれや故障の原因になります。水またはぬるま湯で洗ってください。
●  洗浄するときは次のものを使用しない。固いもので傷ついたり、洗剤によって変色・変形するおそれがあります。
　たわしなどの固いもの /塩素系漂白剤 /オレンジオイル系洗剤
●  クレマユニットを汚れたままにしない。汚れを放置すると、衛生上、身体に影響を及ぼすことがあります。
●  部品を洗浄した後は、しっかりと水気を取り除く。
  水分が付いたまま放置すると、部品の劣化の原因になったり、衛生上身体に影響を及ぼすことがあります。
●  ハンドルユニットに水をかけて洗浄しない。故障の原因となります。

クレマユニットを分解して洗浄します。
ハンドルユニットから電池を取り外してください。

洗浄の際は、部品の紛失に注意してください。
部品が不足した状態で使用すると液漏れや故障・
汚損の原因となります。

ボトル内のコーヒーを注ぎきったときなど、1日1回はクレマユニットを水通しします。
空になったボトルを洗浄し、その後1本分の水を入れて本製品に取り付け、水通ししてください。
レバーを前後に動かし、コーヒーとクレマの両方を抽出して、水通しします。
ハンドルユニットやボトルホルダーユニットの表面が汚れている場合は、
水に濡らした後固く絞った柔らかい布でふいてください。

クレマユニットを取り付ける

アイスクレマコーヒーとは
クレマ（泡）で閉じ込めた香りが口の中に広がり、贅沢な気
分を味わえ、きめ細かい泡でまろやかな口当たりを楽しむこ
とができるコーヒーのことです。

毎日使っていると、内部の見えない部分に汚れが溜まったり、付着したコーヒーが固まったりします。
正しいお手入れで、故障やトラブルを防ぎ、いつでもおいしいコーヒーが楽しめます。

ご使用の前に、クレマユニットを分解して洗浄してください。

警告

注意

ボトルコーヒーの温度は
7 ℃がおすすめです。

開閉式抽出口を
時計方向に回して開く

ハンドルユニットをしっかりと
持ちながらボトルを傾ける

レバーを後ろに引いてコーヒーを注ぎ、
続いてレバーを前に押してクレマを注ぐ

レバーから手を離すと止まります。

・冷蔵庫に保管するときは、
 ハンドルユニットを必ず取り外す。
・冷凍室には保管しない。
故障や破損の原因になります。

注意

■  アイスクレマコーヒーを作るには
おいしい！
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クレマパーツフィンを
　　　ひねりながら引き抜く

クレマパーツフィンの
先端を

軸受けに通す

開口弁を反時計方向に1cm程度
回してロックを解除し、取り外す
その後、開口弁パッキンを取り外す

モーター接続部の
向きが変わらないように
手で押さえながら、
クレマユニットキャップを
回して固定する

ハンドルユニットを差し込む

2本のアルカリ乾電池（単3形）入れる
の向きに注意

パイプ
を差し込む

モーター接続部と
　　　　　　　の
向きを合わせる

中央の仕切り板は動きます。

クレマユニットロックがカチッ
と鳴るまで差し込む

本体をボトルホルダーユニット
にカチッと鳴るまで差し込む
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2か所の凹凸を
合わせて差し込み、
時計方向に回して
ロックします

開口弁を
内側から見た図
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黒色のパーツ
が見えるように、
開口弁パッキン
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　　マークを上に向けて取り付け、
外れないことを確認してください
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クレマユニットキャップ
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組み立て後は、
クレマパーツボックスと
クレマユニットキャップを
持って引き、抜けないこと
を確認してください。2 引く
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その他

故障かなと思ったとき

セット内容の確認

安全上のご注意

ネスカフェ ボトルコーヒーをお使いください

仕様

付属品の「アイスクレマラテ 専用パーツ」については
添付の説明書をご確認ください。

本製品は、「ネスカフェ ボトルコーヒー 900 ml」に取り付け、グラスにコーヒーを注
ぐ機械です。それ以外の目的で使用しないでください。
子供や介助が必要な方は、保護者や介助者の手助けのもとにご使用ください。また、子
供がひとりで遊ばないように、置き場所などにご注意ください。
ここに示した注意事項は、この電気器具を安全に正しくお使いいただき、ご自身や他の
人々への危害や財産への損害を未然に防止するためのものです。注意事項を「警告」と
「注意」に区分して明示していますので、お使いの際には、必ず守ってください。

この表示に従わずに、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示に従わずに、誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負
う可能性が想定される内容、または物的損害の発生が想定され
る内容を示しています。

警告

注意

警告
子供など取り扱いに不慣れな方だけでは、使用しない。また、幼児の手の届く
ところで使わない。小部品の誤飲による窒息やけが、破損の原因となります。

強い衝撃を与えたり、無理な力を加えない。破損や故障の原因になります。

取り扱い上のご注意

禁止 一般的指示

絵表示の例

次の場所に放置、保管しない。故障の原因になります。 
暖房装置などの熱源の近く / 直射日光があたる場所 / 水まわりなど湿度が
高く、水がかかるおそれがある場所 / ほこりの多い場所

「ネスカフェ ボトルコーヒー 900 ml」以外は、使用しない。本製品の破損や
故障原因となりますので、他のペットボトル飲料は使用できません。

1 日 1 回はクレマユニットを水通しする。汚れを放置すると、衛生上、身体に
影響を及ぼしたり故障の原因になります。1 週間以上使用していなかった場合
は、クレマユニットを分解して洗浄してからご使用ください。

電池に関するご注意

電池のアルカリ液をなめたときは、すぐにうがいをして医師に相談する。

電池を分解したり、加熱したり、火や水の中に入れない。電池の破裂や液もれ
により、火災やけがの原因になります。

新しい電池と古い電池、銘柄や種類の異なる電池を混ぜて使用しない。電池の
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

長期間使用しないときは、ハンドルユニットから電池を取り出す。電池の液も
れにより、火災やけがの原因になります。

記号は、行為を強制し
たり指示する内容をお知ら
せするものです。

記号は、禁止の行為で
あることをお知らせするも
のです。

記号は、注意（警告を
含む）を促す内容があるこ
とをお知らせするものです。

電池のアルカリ液が目や皮膚、服に付いたときは、すぐに多量のきれいな水で洗
い流す。放置すると失明したり、皮膚に障害を起こすおそれがあります。また、
目に入った場合は、医師の治療を受けてください。

アルカリ乾電池を使用する。他の種類の電池（二次電池を含む）を使用すると
液漏れや製品の破損の原因になります。

型名：NGB-HICS02
この取扱説明書は大切に保存し、
必要なときにお読みください。

ネスカフェ®ゴールドブレンド®

ハンディ アイスクレマサーバー
取扱説明書

警告

注意

一般的注意

本紙では、ハンドルユニットとクレマユニット、
ボトルホルダーユニットの3点を合わせて、
「本体」と表記しています。

故障または症状の原因がわからないときは、下記の「ネスカフェ ゴールドブレンド 
ハンディ アイスクレマサーバー コールセンター」へお問い合わせください。

ネスレ通販では、おトクで便利に届く、定期お届け便をはじめ、ネスレ通販ならではのサービスが満載です。
  ネスレ通販オンラインショップ  http://shop.nestle.jp
  ネスレ通販コールセンター        0120-600-868 
 受付時間：9:00 ～ 19:00（年中無休）

 本製品をお手元にご準備のうえご連絡ください。お問合せの際は症状や本製品の使用状況などをお伝えください。
   電話番号：フリーダイヤル　　 0120-321-065
   受付時間：9:00 ～ 17:00（年末年始を除く）

注意
電池を廃棄するときは、プラス（＋）、マイナス（－）端子部をセロハンテープなどで絶縁する
ショートして発熱、破裂、発火するおそれがあります。

症状 原因 対処方法

コーヒーやクレマが抽出されない

コーヒーやクレマが漏れる

ボトルコーヒーが立たない

クレマの出が悪い、泡がきめ細かくない

パイプとクレマユニットキャップを洗浄し、
固まったコーヒーを洗い流してください。
開閉式抽出口を時計回りに180度回し、
開いてください。
ハンドルユニットとボトルホルダーユニット
を接続しなおしてください。
2本の新しいアルカリ乾電池（単3形）を
ハンドルユニットに挿入してください。
冷やした「ネスカフェ ボトルコーヒー 900 
ml」をお使いください。

クレマユニットを正しく組み立てなおして
ください。
ボトルホルダーユニットの脚を下ろしてく
ださい。

本製品は「ネスカフェ ボトルコーヒー 900 
ml」専用です。「ネスカフェ ボトルコーヒー 
900 ml」を使用してください。

ボトルホルダーユニットが
ボトルコーヒーに付けられない

冷えていない「ネスカフェ ボトルコーヒー 
900 ml」を使用している

2本の新しいアルカリ乾電池（単3形）を
ハンドルユニットに挿入してください。電池が消耗している

ボトルホルダーユニットの脚が上がっている

指定以外のボトルコーヒーを使用している

電池を挿入していない / 電池が切れている

開閉式抽出口が閉じている

この電気製品は、リサイクル可能な部分を含んでいます。
廃棄される際には、適切な処理を受けるためにも、お住まいの地方自治体にお問い合わせください。
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■ 廃棄について

■ ネスカフェ ゴールドブレンド ハンディ アイスクレマサーバー コールセンターへのお問い合わせは

ネスカフェ、ゴールドブレンド、香味焙煎はネスレグループの登録商標です。
■ 商標について

■「ネスカフェ ボトルコーヒー 900 ml」のご注文は

クレマユニットが正しく接続されていない

本製品の破損や故障の原因となりますので、「ネスカフェ ボトルコー
ヒー 900 ml」以外のペットボトル飲料は使用しないでください。

ネスカフェ エクセラ ボトルコーヒー 
　 ● 無糖 900 ml
 　● 甘さひかえめ 900 ml
 ネスカフェ ゴールドブレンド コク深め ボトルコーヒー
　 ● 無糖 900 ml
　 ● 甘さひかえめ 900 ml
　 ● カフェインレス 無糖 900 ml

ネスカフェ ゴールドブレンド 
ハンディ アイスクレマサーバーは

「ネスカフェ ボトルコーヒー 900 ml」専用です。

対象製品および製品パッケージデザインは、変更される場合があります

挽きたての繊細な香りをそのまま封じ込め、コク深めでしっかりと
した味わい、澄んだ後味の「ネスカフェ ゴールドブレンド コク深め 
ボトルコーヒー」がアイスクレマコーヒーにはおすすめです。

品名

型名 NGB-HICS02

使用電池 単3形 アルカリ乾電池2本
※本製品はアルカリ乾電池のみお使いいただけます

電池持続時間 ボトルコーヒー1本あたり5分の1をクレマとして抽出した場合、約50本

対応年数 7年

使用環境温度 10 ～ 35 ℃

外形寸法 本体のみ（ペットボトル / アイスクレマラテ 専用パーツ 含まず）
幅 85.0 mm × 高さ 345.0 mm × 奥行 152.0 mm

本体重量 約300 g（電池含む、ペットボトル / アイスクレマラテ 専用パーツ 含まず）

ネスカフェ® ゴールドブレンド® ハンディ アイスクレマサーバー

ハンドルユニットとボトルホルダーユニット
が正しく接続されていない

パイプやクレマユニットキャップの穴が、
固まったコーヒーにより詰まっている

クレマユニット
ハンドルユニット

ボトルホルダー
ユニット

本体は、3つのユニットに分解された状態で箱の中に収納されてい
ます。すべて揃っているか確認してください。

取扱説明書（本紙）

単3アルカリ乾電池（2本・付属品）



A

ネスカフェ® ゴールドブレンド® ハンディ アイスクレマサーバー

アイスクレマラテ 専用パーツ

®登録商標

本体取扱説明書の「取り付け方」をご参照
のうえ、サーバーをボトルに取り付け、
     の先端に     をはめて奥まで差し込み
ます。

本体取扱説明書の「お手入れ」手順6をご参照
のうえ、元のクレマパーツフィンを     と交換
します。

この付属品は、お手元のネスカフェ® ゴールドブレンド® 
ハンディ アイスクレマサーバーに取り付けて
「アイスクレマラテ」を作るための専用パーツです。
基本的な使用方法は、ハンディ アイスクレマサーバー
本体の取扱説明書をご覧ください。

よく冷えた「ネスカフェ ボトルコーヒー」と
ミルクを用意します。

レバーを後ろに引いて、
コーヒーを約80 ml注ぎます。

使用後、すぐに     を取り外し、
洗浄してください。

約60 mlのミルクをカップに注ぎます。

     がカップの中で垂直になるように
サーバーを持ち、レバーを前に押して
7～10秒間ミルクを泡立てます。
この間、同時にクレマも注がれます。

ミルクが軸を伝って内部に
入った場合は、クレマユニット
を分解して洗浄してください。
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アイスクレマラテ用

アイスクレマラテ専用パーツ

アイスクレマラテ用

クレマ   3クレマ   3
コーヒーコーヒー

77++
ミルクミルク

おすす
めの

比率

取り付け方

作り方

「アイスクレマコーヒー」はどちらのクレマ
パーツフィンでも作れます。

元の
クレマパーツ
フィン

1 4

5

3

2

泡がすぐに消えないようにするには…
脂肪分の少ないミルクを使用して
ください。

クレマユニット

クレマパーツフィン ミルクフォーマー

軸が長い

軸が短い

の先端

クレマユニット

A

赤色

黒色

A

A
A B

B

B B

B

B

     の取り付け・取り外しは
        部分を持って行ってください。
B
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